
地

域
東
京
都

港
区

西
麻
布
三
丁
目

元
麻
布
二
丁
目

元
麻
布
三
丁
目

南
麻
布
五
丁
目
（
二
番
か
ら
十
六

番
ま
で
）

側
端
の
一
方
の
み
が
右
の
区
域
に
含
ま

れ
る
道
路
（
道
路
交
通
法
﹇
昭
和
三
十
五

年
法
律
第
百
五
号
﹈
第
二
条
第
一
項
第
一

号
に
規
定
す
る
道
路
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）の
区
間
の
う
ち
当
該
区
域
に
含
ま
れ

な
い
道
路
の
部
分
及
び
側
端
の
少
な
く
と

も
一
方
が
右
の
区
域
に
接
す
る
道
路
の
区

間
並
び
に
こ
れ
ら
の
道
路
の
区
間
に
接
す

る
交
差
点
。
た
だ
し
、
都
道
霞
が
関
渋
谷

線
（
六
本
木
通
り
）
及
び
都
道
北
品
川
四

谷
線
（
外
苑
西
通
り
）
の
部
分
を
除
く
。

中
華
人
民
共
和
国
大
使
館
周
辺
地
域

期

間
平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
三
日
か
ら
平
成

二
十
四
年
二
月
二
十
二
日
ま
で

地

域
東
京
都

港
区

赤
坂
一
丁
目

赤
坂
二
丁
目
（
二
番
か
ら
四
番
ま

で
、
八
番
か
ら
十
二
番
ま
で
及
び

十
五
番
か
ら
二
十
三
番
ま
で
）

虎
ノ
門
二
丁
目

虎
ノ
門
三
丁
目
（
一
番
か
ら
七
番

ま
で
）

虎
ノ
門
四
丁
目（
一
番
及
び
二
番
）

六
本
木
一
丁
目
（
一
番
か
ら
三
番

ま
で
及
び
十
番
）

側
端
の
一
方
の
み
が
右
の
区
域
に
含
ま

れ
る
道
路
（
道
路
交
通
法
﹇
昭
和
三
十
五

年
法
律
第
百
五
号
﹈
第
二
条
第
一
項
第
一

号
に
規
定
す
る
道
路
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）の
区
間
の
う
ち
当
該
区
域
に
含
ま
れ

な
い
道
路
の
部
分
及
び
側
端
の
少
な
く
と

も
一
方
が
右
の
区
域
に
接
す
る
道
路
の
区

間
並
び
に
こ
れ
ら
道
路
の
区
間
に
接
す
る

交
差
点

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
使
館
周
辺
地
域

期

間
平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
四
日
か
ら
平
成

二
十
四
年
二
月
二
十
三
日
ま
で

平成™š年™月˜—日 木曜日 第œ› š号官 報
住
所
東
京
都
杉
並
区
下
高
井
戸
４
丁
目
4
5番
５
号

金
敬
一
昭
和
5
5年
６
月
８
日
生

住
所
東
京
都
港
区
高
輪
４
丁
目
２
番
４
号

余
ア
イ
昭
和
5
6年
４
月
1
5日
生

住
所
茨
城
県
守
谷
市
松
ケ
丘
２
丁
目
3
3番
地
１

金
正
彦
昭
和
5
3年

1
1月
７
日
生

住
所
大
分
県
別
府
市
大
字
南
立
石
2
0
7
4番
地
3
0

趙
ù
子
昭
和
2
4年
２
月
1
3日
生

住
所
茨
城
県
龍
ケ
崎
市
佐
貫
町
7
4
0番
地

朴
広
美
昭
和
3
6年
９
月
３
日
生

住
所
埼
玉
県
川
越
市
脇
田
新
町
４
番
地
1
8

Ô
宣
明
昭
和
5
3年
３
月
3
0日
生

住
所
東
京
都
荒
川
区
南
千
住
７
丁
目
3
1番
３
`
5
1
9号

キ
ム
・
マ
イ
コ
・
デ
ィ
マ
ア
ノ
・
フ
ジ
タ
平
成
元
年

７
月
1
5日
生

ジ
ャ
ン
・
ア
ド
リ
ア
ン
・
デ
ィ
マ
ア
ノ
・
フ
ジ
タ
平

成
５
年
５
月
９
日
生

住
所
東
京
都
八
王
子
市
大
和
田
町
５
丁
目
2
0番
８
号

崔
優
仁
昭
和
5
1年
４
月
1
3日
生

住
所
名
古
屋
市
南
区
城
下
町
３
丁
目
4
3番
地
3
2

金
ï
水
昭
和
2
4年
９
月
６
日
生

成
加
代
子
昭
和
2
6年
２
月
2
3日
生

住
所
名
古
屋
市
瑞
穂
区
彌
富
通
２
丁
目
７
番
地

金
鳳
和
昭
和
5
3年

1
0月

2
3日
生

住
所
名
古
屋
市
瑞
穂
区
塩
入
町
９
番
1
7号

金
愛
淑
昭
和
5
5年
３
月
2
4日
生

住
所
愛
知
県
豊
橋
市
鍛
冶
町
8
0番
地
３

金
昇
昭
和
4
7年
９
月
2
7日
生

住
所
愛
知
県
豊
橋
市
下
地
町
字
五
貫
2
4番
地

金
實
昭
和
4
8年
７
月
1
8日
生

住
所
愛
知
県
西
尾
市
戸
ケ
崎
４
丁
目
2
3番
地
７

安
朋
江
昭
和
5
6年

1
2月

1
0日
生

住
所
東
京
都
江
東
区
東
雲
２
丁
目
４
番
４
`
4
1
6号

李
佳
拓
昭
和
6
2年

1
1月

1
9日
生

住
所
三
重
県
鈴
鹿
市
中
旭
が
丘
２
丁
目
８
番
５
号

河
達
慶
昭
和
4
5年

1
1月

2
6日
生

住
所
三
重
県
桑
名
市
星
見
ヶ
丘
２
丁
目
1
3
0
5番
地

金
彩
花
昭
和
6
1年
８
月
２
日
生

住
所
沖
縄
県
う
る
ま
市
勝
連
南
風
原
8
3
8番
地
１

洪
眞
紀
昭
和
4
5年

1
1月

1
5日
生

全
て
の
武
装
集
団
、特
に
ル
ワ
ン
ダ
解
放
民
主
勢
力（
Ｆ

Ｄ
Ｌ
Ｒ
）
及
び
神
の
抵
抗
軍
（
Ｌ
Ｒ
Ａ
）
が
直
ち
に
武
器

を
手
放
し
、
市
民
に
対
す
る
攻
撃
を
停
止
す
る
こ
と
を
要

求
し
、
ま
た
、
二
千
九
年
三
月
二
十
三
日
合
意
の
全
て
の

当
事
者
が
、
効
果
的
か
つ
誠
実
に
約
束
を
実
施
す
る
こ
と

を
要
求
し
、

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
の
東
部
地
域
で
活
動
し
て
い
る
不

法
な
武
装
集
団
が
地
域
的
及
び
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か

ら
受
け
て
い
る
支
援
に
関
す
る
懸
念
を
再
度
強
調
し
、

決
議
第
千
五
百
三
十
三
号
（
二
千
四
年
）、
第
千
八
百

七
号
（
二
千
八
年
）、
第
千
八
百
五
十
七
号
（
二
千
八
年
）

及
び
第
千
八
百
九
十
六
号
（
二
千
九
年
）
に
違
反
す
る
コ

ン
ゴ
民
主
共
和
国
の
域
内
に
お
け
る
武
器
の
継
続
的
で
不

正
な
流
通
及
び
同
国
へ
の
流
入
を
非
難
し
、
コ
ン
ゴ
民
主

共
和
国
に
関
す
る
決
議
に
規
定
さ
れ
た
武
器
禁
輸
及
び
そ

の
他
の
措
置
の
実
施
を
密
接
に
監
視
し
続
け
る
決
意
を
宣

言
し
、
ま
た
、
決
議
第
千
八
百
七
号
（
二
千
八
年
）
５
の

規
定
に
定
め
る
通
知
の
要
件
を
遵
守
す
る
と
い
う
全
て
の

国
の
義
務
を
強
調
し
、

ア
フ
リ
カ
大
湖
地
域
の
紛
争
を
増
加
及
び
悪
化
さ
せ
る

主
要
な
要
因
の
一
つ
と
し
て
、天
然
資
源
の
不
法
な
搾
取
、

こ
れ
ら
資
源
の
不
正
な
取
引
並
び
に
武
器
の
拡
散
及
び
密

売
の
関
連
性
を
想
起
し
、

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
の
東
部
地
域
の
文
民
に
対
す
る
人

権
侵
害
及
び
人
道
法
違
反
（
相
当
な
数
の
文
民
の
殺
害
及

び
移
送
、
児
童
兵
の
徴
用
及
び
使
用
、
並
び
に
広
範
に
行

わ
れ
て
い
る
性
的
暴
力
を
含
む
。）
が
持
続
し
て
い
る
こ

と
に
重
大
な
懸
念
を
も
っ
て
留
意
し
、
こ
れ
ら
を
行
っ
た

者
は
司
法
手
続
に
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強

調
し
、
同
国
内
の
全
て
の
人
権
侵
害
及
び
国
際
人
道
法
違

反
に
対
す
る
確
固
と
し
た
非
難
を
改
め
て
表
明
し
、ま
た
、

女
性
、
平
和
及
び
安
全
、
児
童
及
び
武
力
紛
争
、並
び
に
、

武
力
紛
争
に
お
け
る
文
民
の
保
護
に
関
連
す
る
全
て
の
決

議
を
想
起
し
、

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
の
領
域
内
の
安
全
を
確
保
す
る
こ

と
並
び
に
法
の
支
配
、
人
権
及
び
国
際
人
道
法
を
尊
重
し

て
自
国
民
を
保
護
す
る
こ
と
に
対
す
る
同
国
の
主
要
な
責

任
を
強
調
し
、

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
及
び
大
湖
地
域
諸
国
に
よ
る
、
特

に
大
湖
地
域
国
際
会
議
の
文
脈
に
お
け
る
、
地
域
の
平
和

及
び
安
定
を
共
同
し
て
促
進
す
る
現
行
の
努
力
を
歓
迎

し
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
政
府
及
び
全
て
の
政
府
、
特
に

大
湖
地
域
の
政
府
が
、
そ
の
領
域
内
に
お
い
て
及
び
そ
の

領
域
か
ら
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
の
東
部
地
域
の
武
装
集
団

に
対
し
支
援
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
効

果
的
な
措
置
を
と
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
度
強
調
し
、

犯
罪
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
天
然
資
源
取
引
を
排
除
す

る
と
の
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
政
府
の
約
束
を
支
持
し
、
こ

の
分
野
に
お
け
る
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
政
府
と
専
門
家
グ

ル
ー
プ
と
の
協
力
の
強
化
を
歓
迎
し
、

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
に
お
け
る
事
態
が
、
こ
の
地
域
に

お
い
て
国
際
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
脅
威
を
構
成
し
続

け
て
い
る
こ
と
を
決
定
し
、

国
際
連
合
憲
章
第
七
章
の
下
に
行
動
し
て
、

１

決
議
第
千
八
百
七
号
（
二
千
八
年
）
１
の
規
定
に
よ

り
課
さ
れ
る
武
器
に
関
す
る
措
置
を
二
千
十
一
年
十
一

月
三
十
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
を
決
定
し
、同
決
議
２
、

３
及
び
５
の
規
定
を
再
確
認
す
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
三
十
七
号

国
会
議
事
堂
等
周
辺
地
域
及
び
外
国
公
館
等
周
辺
地
域

の
静
穏
の
保
持
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第

九
十
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
左
記
の
地

域
を
「
外
国
公
館
等
周
辺
地
域
」
と
し
て
指
定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
十
日

外
務
大
臣

前
原

誠
司

〇
外
務
省
告
示
第
三
十
八
号

国
会
議
事
堂
等
周
辺
地
域
及
び
外
国
公
館
等
周
辺
地
域

の
静
穏
の
保
持
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第

九
十
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
左
記
の
地

域
を
「
外
国
公
館
等
周
辺
地
域
」
と
し
て
指
定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
十
日

外
務
大
臣

前
原

誠
司

〇
外
務
省
告
示
第
三
十
九
号

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
九
日
、
国
際
連
合
安
全
保

障
理
事
会
に
お
い
て
、コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
情
勢
に
関
し
、

武
器
禁
輸
措
置
等
の
期
限
を
平
成
二
十
三
年
十
一
月
三
十

日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
等
を
決
定
す
る
次
の
決
議
が
採
択

さ
れ
た
。

平
成
二
十
三
年
二
月
十
日

外
務
大
臣

前
原

誠
司

（
訳
文
）

二
千
十
年
十
一
月
二
十
九
日
に
国
際
連
合
安
全
保
障
理

事
会
が
そ
の
第
六
千
四
百
三
十
二
回
会
合
に
お
い
て
採
択

し
た
決
議
第
千
九
百
五
十
二
号
（
二
千
十
年
）

安
全
保
障
理
事
会
は
、

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
に
関
す
る
従
前
の
決
議
、
特
に
決

議
第
千
八
百
七
号
（
二
千
八
年
）、
第
千
八
百
五
十
七
号

（
二
千
八
年
）
及
び
第
千
八
百
九
十
六
号
（
二
千
九
年
）、

並
び
に
議
長
声
明
を
想
起
し
、

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
及
び
地
域
の
全
て
の
国
の
主
権
、

領
土
保
全
及
び
政
治
的
独
立
に
対
す
る
支
持
を
再
確
認

し
、決

議
第
千
七
百
七
十
一
号
（
二
千
七
年
）
に
従
っ
て
設

置
さ
れ
、
決
議
第
千
八
百
七
号
（
二
千
八
年
）、
決
議
第

千
八
百
五
十
七
号
（
二
千
八
年
）
及
び
第
千
八
百
九
十
六

号
（
二
千
九
年
）
に
従
っ
て
延
長
さ
れ
た
コ
ン
ゴ
民
主
共

和
国
に
関
す
る
専
門
家
グ
ル
ー
プ（
以
下「
専
門
家
グ
ル
ー

プ
」
と
い
う
。）
の
中
間
及
び
最
終
報
告
書
（
Ｓ
／
二
〇

一
〇
／
二
五
二
及
び
Ｓ
／
二
〇
一
〇
／
五
九
六
）
並
び
に

そ
の
勧
告
に
留
意
し
、
専
門
家
グ
ル
ー
プ
と
コ
ン
ゴ
民
主

共
和
国
政
府
と
の
間
、
及
び
地
域
の
そ
の
他
の
政
府
と
そ

の
他
の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
の
間
の
協
力
を
歓
迎
し
、

北
及
び
南
キ
ブ
州
並
び
に
オ
リ
エ
ン
タ
ル
州
を
含
む
コ

ン
ゴ
民
主
共
和
国
の
東
部
地
域
に
、
そ
の
地
域
全
体
に
不

安
定
な
情
勢
を
も
た
ら
し
続
け
て
い
る
武
装
集
団
及
び
民

兵
が
存
在
す
る
こ
と
に
対
す
る
深
い
懸
念
を
再
度
強
調

し
、

š
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